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					このページは校正済みです
難波の長柄（ナガラノ）宮、
淡海（アフミ）の大津
（ノ）宮のほどに至りて、天の下の
御制度（ミサダメ）も、みな
漢（カラ）になりき、かくて後は、古
（ヘ）の
御（ミ）てぶりは、たゞ
神事（カムワザ）にのみ用ひ賜へり、故
（レ）後
（ノ）代までも、
神事（カムワザ）にのみは、皇國のてぶりの、なほのこれることおほきぞかし、


靑人草（アヲヒトクサ）の心までぞ、其
（ノ）意にうつりにける、



天皇尊（スメラミコト）の大御心を心とせずして、
己々（オノ〳〵）がさかしらごゝろを心とするは、
漢意（カラゴゝロ）の移れるなり、

さてこそ
安（ヤス）けく平けくて
有來（アリコ）し御國の、みだりがはしきこといできつゝ、
異國（アダシクニ）にやゝ
似（ニ）たることも、後にはまじりきにけれ、


いとめでたき大御國の道をおきながら、
他國（ヒトグニ）のさかしく
言痛（コチタ）き
意行（コヽロシワザ）を、よきことゝして、ならひまねべるから、
直（ナホ）く
淸（キヨ）かりし心も
行（オコナ）ひも、みな
穢惡（キタナ）くまがりゆきて、後つひには、かの
他國（ヒトグニ）のきびしき道ならずては、治まりがたきが如くなれるぞかし、さる後のありさまを見て、聖人の道ならずては、國は治まりがたき物ぞと思ふめるは、しか治まりがたくなりぬるは、もと聖人の道の
蔽（ツミ）なることを、えさとらぬなり、古
（ヘ）の大御代に、其道をからずて、いとよく治まりしを思へ、
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